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1"帯数 11， 607世.:昨

男 22.553人

女 24.568人

(男) (女)

39 39 
14 13 
37 43 
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人11

比iL七
死亡
jl¥ぷ入
1I区山

国
民
他
康
保
険
事
業
会
計
は
、
医
療
技
の
引

き
上
げ
、
受
診
回
数
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、

阪
僚
機
関
へ
の
支
払
い
が
ふ
え
、
そ
の
連
日
は

非
日
に
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

制
年
度
は
や
く
六
百
万
円
の
赤
字

(批
定
)

と
な
り
、
さ
ら
に
乙
と
し
は
大
幅
な
医
療
技
の

川保
険
税
一の
一…税
率
一を
引
き
ょ
持
制山

苦
し
い
国
民
健
康
保
険
事
業
の
台
所

改
訂
な
ど
か
ら
支
出
額
が
相
当
増
加
す
る
こ
が

予
組
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

5
月
市
議

会
に
お
い
て
保
険
税
を
や
く
こ

O
V
引
き
上
げ

す
る
条
例
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
、
つ
ぎ
に
国
保
事
業
が
ど
の
よ
う
な
事
的

に
あ
る
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

新
薬
の
探
用
な
ど
で
、
十
メ
山
仰
が
年

々
ふ
え
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で

す。

川
川
以
他
民
似
険
に
は

3
月
末
現
在

で
五
千
六
百
三
十
二
世
問
、
二
万
七

十
川
人

(や
く
凶
こ
が
〉
が
加
入
し

て
お
り
、
乙
れ
ら
の
人
た
ち
が
保
険

，仰
を
山
し
あ
っ
て
不
以
の
山
貨
に
そ

子
リん
て
お
り
ま
す
。

同
似
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
お
医

科
さ
ん
で
診
然
を
交
け
た
財
合
、
そ

の
白
川
の
三
川
を

一
部
門
川
担
金
と
し

て
怒
川
で
支
払
い
、
絞
り
七
割
は
市

が
れ
仰
し
て
い
ま
す
。
こ

の
資
金
は

川
か
ら
の
仙
川
金
と
、
み
な
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
似
険
税
で
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。
日
初
は
五
川
給
付

で
し
た
が
、
位
作
1
川
か
ら
七
割
給

付
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
.叶仏

政
代
も
物
川
の
机
上
が
り
と
同
じ
よ

う
に
、
そ
の
小
川
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
に
加
え
て
、
医
出
技
術
の
進
歩
と

だ
っ
た
も
の
が
、
科
年
度
に
は
五

・

三
回
と
二
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
で
も
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
保
険
税
は
、
お
年
度

一

人
あ
た
り
七
百
九
十
六
円
が
、川竹
年

伐
に
は
五
千
九
百
四
十
七
円

と

な

り
、
七

・
五
倍
仰
び
て
い
ま
す
。
し

か
し
保
険
給
付
貨
の
十

一
倍
に
く
ら

べ
て
か
な
り
下
回
っ
て
い
ま
す
。

円以
近
は
、
医
療
機
関
に
支
払
う
医

療
白
が
国
の
補
助

巧

金
や
似
険
税
で
ま

か
な
え
な
い
ほ
ど

上
ま
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

ζ

の
た
め
、
判

年
度
の
保
険
税

判

年

度

の

赤

字

白
約

六

百

万

円

川
氏
他
民
保
険
事
業
会
計
か
ら
支

出
す
る
保
険
給
付
費
は
、
み
な
さ
ん

が
窓
日
で
支
払
い
し
た
絞
り
の
七
訓

で
、
昭
和
お
年
に
は

一
人
あ
た
り

一

千
百
三
十
五
円
で
し
た
が
、

判
年
度

に
は
、
ゃ
く
十
一
倍
の

一
万
二
千
百

五
十
五
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

途
中
五
川
給
付
か
ら
七
制
給
付
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
あ
っ
て
、
市
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
医
川
に
か
か
る
回
数
も
多

く
な
り
、
お
年
伎

一
一年に
二
・
七
回
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こんど改正された保険税の税率は

Uくのとおり。
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2，280円 (改正iojif 1，560円)
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3，240円 (改匹前 2.520円)
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18%)多くなります。

3 

8
月
7
日
、
8
日
に
実
施

仏
…
作
市
の
矧
先
行
事
や
祭
机
は
、

い
ま
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
「
ね
な
わ
れ
て

い
た
た
め
、
側
先
魚
印
の
イ
メ
ー
ジ

を
う
す
く
し
て
い
た
感
じ
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
乙
で
魚
津
市
制
先
協
会
を

小
心
に
、
市
、
商
工
会
議
所
、
区
長

会
、
青
年
団
、
婦
人
会
、
一
間
広
街
迎

問
、
民
話
団
体
の
代
表
者
で
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
「
魚
間
観
先
ま
つ
り
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

側
先
ま
つ
り
は
、

8
月
7
日
i
8

日
の
川
目
、
た
て
も
ん
祭
り
を
中
心

に
、
せ
り
込
み
叫
六
町
流
し
、
花
火

大
会
な
ど
多
彩
な
行
事
を
行
な
い
、

制
沌
魚
山
内
を
広
く
県
内
外
に
約
介

し
、
側
先
容
の
誘
致
を
は
か
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

8
月
7
日

(
金
)

V
せ
り
込
み
蚊
六
踊
り
町
流
し
(
午
後

6
川
叩
分
i
7
附
叩
分
)

V
た
て
も
ん
祭
(
誠
訪
神
社
、

午
後
8

川
初
分

1
け
時
)

V
商
凶
街
の
中
元
大
売
出
し

8
月
8
日

(
土
)

V
納
涼
花
火
大
会
(
大
町
海
岸
、
午
後

7
川
加
分

i
9川
)

V
た
て
も
ん
祭

(午
後
9
川

i
H
W
)

V
向
日
街
の
中
元
大
克
山
し

ま
た
、
制
光
写
民
コ
ン
ク
ー
ル
も

災
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

3
附
ま
で
坪
野
分
校
で

川

・
8
月

1
日

(
土
)
午
前
叩
時
か
ら
川

牛
後
3
時
ま
で
松
倉
小
学
校
で

川

マ
第
二
次
検
診

(
例
人
あ
て
に
通
知
の
川

あ
っ
た
人
だ
け
刻
象
)

川

・
8
月
刊
日

(水
)
午
前
山
川
か
ら

川

・ト
後
3
時
ま
で
松
倉
小
学
校
で

川

市
で
は
、
レ

マ
検
診
の
内
梓

川

住

民

検

診

ン
ト
ゲ
ン
車
に

Y
J

一
〈
ま
?
会
、
リ
へ
一、

l
Eリ
川

よ
る
住
以
検
診

封
一
砂
同
S
J
2
・

H

H
忌

，M
E
訓

川

定
、
内
科
医
の
診
察
、
検
尿
、
レ
ン

川

を
校
下
別
に
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ト
ゲ
ン
車
に
よ
る
結
核
検
診
。

8
月

川

7
月
に
実
施
す
る
検
診

H
は
次
の
と

1
日
は
四
月
お
よ
び
子
宮、
万
ン
検
診
も

川

お
り
。
学
校
や
勤
め
先
で
定
期
的
に

あ
わ
せ
て
行
な
い
ま
す
。

川

検
査
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い
て
、

第
二
次
は
心
氾
図
、
限
凶
検
在
な

川

必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ど
で
す
o

川
八
道
下

V
マ
青
島
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

I

l

l

i

-

-

-

-

-

-

州

日
7
月
日
日
午
前
9
・
叩
i
H
・
叩

7
月
の
歩
乙

川

マ
道
下
公
民
館
H
日
日
午
後

1
i
3

7
月
の
歩
こ
う
会

う
会
は
、
5
日

川
八
上
野
方
〉
マ
石
間
一新
石
川
勝
以
宅
H

川
又
砂
防
ダ
ム
方
面
へ
行
き
ま
す
。

川

7
月
昨
日
午
前

9
・
叩
i
H

マ
石

参
加
希
望
者
は
、
午
前

8
川
ま
で
、

川

川
一石
川
以
代
治
℃
H
凶
日
午
後

l
t

小
食
、バ
ス
代
お
持
ち
の
う
え
、泊
鉄

川

3

魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

川
八
上
中
島
〉
マ
川
上
小
島
民
協

H
7
月

コ
ー
ス
は
、
む
鉄
魚
津
駅
午
前

8
川

内
日
午
前

9
・
叩
i
け

・
初

川
5
分
発
の
東
政
一
行
パ
ス
に
乗
り
、

川
八
下
中
島

V
マ
川
縁
折
川
市
太
郎
宅
日

東
械
で
下
車
、
別
又
砂
防
ダ
ム
聞
を

川

7
月
日
日
午
後

1
1
3

往
復
し
ま
す
。

川
八
西
布
施
〉
マ
県
沢
保
旦
前
作
℃
リ

7

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1
l

川

M
U
U午
前

9
・
叩
i
H
・
叩

マ

川

長
引
野
作
川
秀
℃
リ
幻
日
午
後
l

i

災
害
に
そ
な
え
て

/

川

3

川
八
片
貝

V
マ
旧
山
女
分
校

H
7
月

mA
H

片
貝
川
で
本
格
的
な
水
防

訓

練

川

午
前
日

i
午
後
2

マ
辺
坂
米
沢
山

山

吉
宅
H
mm
日
午
前
9
・
叩

i
M
-
m

本
格
的
な
雨
則
を
前
に

6
月
刊
日

川
八
経
団
〉
マ
経
川
連
絡
所
H
7
パ
mm
日

午
前
8
川
か
ら
東
尾
附
地
先
の
け
貝

川

午
後
5
i
7
・
初

川
右
岸
川
州
防
で
、
水
防
訓
練
が
行
な

川
〈
村
木

V
マ
村
木
小
学
校

H
7

ハmu
日

わ
れ
ま
し
た
。

川

午
後

1
1
3

乙
の
訓
練
に
は
、
消
防
団
員
、
地

川

元
婦
人
会
、

県
市
の
職
員
な
ど
ゃ
く

…

婦

人

検

診

と

活
ガ
ン
の
市
川

四
百
人
が
参
加
、

「
昨

夜

来

の
吾

川

発
見
を
目
的
に

雨
で
促
防
の
一

部
が
決
峻
し
は
じ
め
川

胃

ガ

ン

検

診

子
宮
ガ
ン
、
山

た
」
と
の
想
定
で
は
じ
め
ら
れ
ま
し

川

ガ
ン
検
診
を
行

た。

川
倉
の
組
み
立
て
、
土
の
う
づ

川

な
い
ま
す
。
検
診
希
望
者
は
早
め
に

く
り
、竹
飽
工
、ブ
ロ
ッ
ク
投
入
な
ど

川

市
保
険
術
生
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

六
班
に
わ
か
れ
、
折
か
ら
の
雨
に
ず
川
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
、
ゃ
く
二
時

川

ま
す
。

聞
に
わ
た
っ

て
、
本
番
さ
な
が
ら
の
H

》

川
〈
婦
人
検
診
〉

水
防
作
業
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
口

川川
(ω検
診
円

H
7
月
お
日
(
火
)

川
・
以
所
リ
片
貝
小
学
校
(
午
後
l
i
l

予
防
注
射

乞
検
診

(
写
真
H
川
合
の
投
入
作
業
)

市

民

体

育

ン
ト
ン
H
魚
津
高

J

じ

4
1
'
f
/
¥
レ
h

一
配

.
け
寺
叶ALV

H
西
中
プ
1
戸
、

中
学
陸
上
競
技

・

野
球
日
市
蛍
グ
ラ

ン
ド
、
中
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
卓
球

.
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ

l
w

H
東
部
中
、

中
学
柔
道

・
剣
道
H
市
民
道
場
、
中

学
サ
ッ
カ
ー

・
相
撲
H
西
部
中
、
中

学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

H
市
営
コ

l
卜

大

会

5
日

か

ら

は

じ

ま

る

第
十
九
回
市
民
体
育
大
会
は
、
7

月

5
口
か
ら
県
体
予
選
を
か
ね
て
ひ

ら
か
れ
ま
す
。
部
目
と
会
旧
制
は
次
の

と
お
り
。

マ
5
川
(
日
)
:・
山
公
式
、

一
般

・
青

伍
陸
上
競
技
日
市
営
グ
ラ
ン
ド

マ
川
日
(
金
)
:・

一
般
野
球
日
毎
日
午

後

5
時
か
ら
市
営
グ
ラ
ン
ド

マ
ロ

日

(
日
)
・:
一
般
卓
球
H

青
少
年

ホ
ー
ム
、

一
般
サ
ッ
カ
ー
H
東
部
中

マ
同
日
(
日
)
・:
一
般

・
中
学
低
球
H

市
住
コ

l
卜

一

般

・
中
学
パ
ド
ミ

今
月
の
市
税

国

民

健

康

保

険

税

固
定
資
産
税

警
扇

納
期
限
は

7
月
引
日
で
す

第
一
期

川
初
分
〉

川
山
女
分
校

(
午
後
2

川

t
2
時
初
分
)

・
巾
し
込
み

H
7
月
日
日
(水
)
ま
で

①
検
診
日

H
8
月
!
日
(
土
〉

・
川
柳
所
H
松
倉
小
学
校
(
午
後
1
時

1

2
附
)

・
申
し
込
み

H
7
月
日
日
(
水
)
ま
で

①
検
診
日
H
8
月
日
日
(
木
)

・
場
所
H
下
中
島
公
民
館

(午
後

1
附

1
1時
叩
分

)

上

中
島
公
民
館
(

午
後
2
時
i

2
附
加
分
)

・
巾
し
込
み

H
8
1凡
3
日
(
月
)
ま
で

マ
人
員
H
一
日
に
七
十
名

マ
料
金
H
三
行
一
丸
十
円

ハ
胃
ガ
ン
検
診
V

-
検
診
日
U
8
月
1
日
(
土
)

.
附
間
H

午
前
9
附

l
け
川

.
以
所
H
松
倉
小
学
校

・
人

μ
H五
十
名

・
料
金
H

四
百
五
卜
円

・
巾
し
込
み

H
7
川
内
円
(木
)
ま
で
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向
山内
仲
保
健
所
で

移

動

保

健

所

は、

病
気
の
早
期

発
見
と
健
康
増
進

の
た
め
移
動
似
健
所
を
ひ
ら
き
ま

-

D
 

A

U
J
 

7
月
の
移
動
似
健
所
は
、
山
女
一

i
二
区
平
沢
一

i
二
区
烈
谷
一

i
二
区
を
対
象
に
地
区
住
民
の
健
政

相
談
に
応
ず
る
も
の
で
す
。
こ
の
日

は
成
人

・
乳
幼
児

・
妊
婦

・
住
民
検

診
や
、
寄
生
虫
検
査
、
栄
養
相
談
な

ど
を
し
ま
す
。

マ
日
時
H
7
月
お
日

(
火
)
午
前
日

附
!
午
後
3
附

マ
場
所
日
旧
山
女
分
校

離
乳
食
後
期

の
実
習
は
、
都

の
変
更

合
に
よ
り
、

第

四
金
眼
目
が
知
五
金
眼
目
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
7
月
の
日
程
は
マ

行
日
H
離
乳
前
期

マ
引
日
H
離
乳

後
期
の
実
習
と
な
り
ま
す
。

離
坑
食
の
実
習
日



6
川
定
例
市
議
会
は
、
お
日
開
会
さ
れ
、
行

作
広
一
般
会
計
怖
疋
予
釘
、
市
税
条
例
の
改
花

な
ど
九
議
集
を
卜
一料
、
市
長
か
ら
提
案
理
由
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
と
の
あ
と
一
般
門
間
な

ど
あ
っ
て
、
九
議
案
は
原
拠
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
教
育
安
員
な
ど
、
選
任

の
二
議
集
を
同
志
可
決
、
公
内
対
策
特
別
委
員

な
ど
を
決
め
た
あ
と
、
陳
情
七
件
は
各
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計補正予算な 戸」な辺氏周総総 H-'，
ど I~~I ~I : 百合務の
。{t~ 1JJ七 5'1・11お
日 11 十回 11 も 1 1 主主 J:b 七百r
の児万セ総な 11 託 e ヨきこ 伊 III 
取童円ン合も I I ~ -'，、 --- ....o 

522マ製ZI --6月 定 例市 議会 一一一
資 び 。に 計 次
用 場 委 画 の V 
百の 託の としと 十千十算さ万千れ出 納 一
八日笠 す策おたな五八五総れ 円六ぞ額 政正 fij~
万 備 る定り。り万百応如 、追百れが入予会
円や 1!(を。 前ま円性|八は予加四六そ 此 t.~( 計

決

報?京

術
生
仰
は
日
焼
却
場
の
一
部
修
理
費
と

不
燃
物

m
I地
の
買
収
資
に
三
百
九

十
五
万
円
、
環
境
術
生
事
業
連
白
資

金
貸
付
金
二
百
万
円
な
ど
。

間
以
林
水
陀
来
的
H
土
地
改
良
事
業

(

水
路
の
造
成
)
に
二
百
五
十
万
円
、

林
業
構
造
改
話
事
業
を
的
年
度
か
ら

三
か
年
計
闘
で
す
す
め
る
た
め
の
事

業
費
一

千
九
百
八
十
万
円
な
ど
。

土
木
抗
日
加
街
地
区
の
都
市
改
造
事

業
に
お
け
る
川
の
副
業
認
承
額
が
三

千
万
円
と
な
っ
た
の
で
補
正
し
た
の

と
、
応
山
友
道
的制
の
街
路
事
業
費

〈

川
万
町
通
り
の
鉱
一山
)
二
千
七
百
万

円
な
ど
。

教
育
費
H
吉
島
小
学
校
の
新
校
舎
は

当
初
六
教
室
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
三
教
室
ふ
や
し
九
教
室
を
つ
く

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
費
用
一
千
四

十
七
万
円
、
ま
た
、
交
通
公
闘
を
下

村
木
公
闘
に
造
成
す
る
た
め
の
賞
用

3蒙?ぢ42 

ー
三
つ
の
生
活
目
標
を
推
進
l

望
ま
し
い
盟
か
な
市
民
づ
く
り
、

明
る
い
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
尖

現
を
め
ざ
す
中
央
公
民
館
は
、
地
区

公
民
館
、
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て

つ
ぎ
の
三
つ
の
目
標
実
現
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

-
①
国
旗
掲
揚
運
動

円
本
民
族
の
諮
り
、
平
和
な
郷
土

に
生
活
す
る
苔
び
と
感
謝
を
、
国
旗

を
通
し
て
自
党
し
、
明
日
へ
の
生
活

一

の
ね
に
し
た
い
も
の
で
す
。

①
青
少
年
の
親
切
運
動

明
日
の
日
本
、
郷
土
、
家
庭
を
門

負
っ
て
立
つ
青
少
年
の
育
成
乙
そ
、

f

私
た
ち
市
民
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で

W

す
。
こ
の
青
少
年
の
や
さ
し
い
、
美

肌

し

い

事
仕
的
、
親
切
な
活
動
を
大
入

閣

の

私

た

ち

が

認
め
、
青
少
年
の
望
ま

間

一

し
い
人
間
形
瓜
を
は
か
り
た
い
と
考

3
-
え
て
い
ま
す
。

第

一
①

「
家
庭
の
日
」
を
中
心
と
す
る
家

一一

づ
く
り
運
動

二

明
か
る
い
豊
か
な
家
雌
こ
そ
、
青

τ

少
年
を
す
く
す
く
健
全
に
育
て
る
侃

一

床
で
あ
り
・、
明
る
い
地
域
社
会
に
働

二

き
か
け
る
源
と
な
り
ま
す
。

士

「話
し
合
い
」
「
楽
し
い
語
り
合
い

」

「
勤
労
作
業
」
を
通
し
て
親
と
子

の
人
間
関
係
を
深
め
、
明
日
を
期
待

す
る
な
ご
や
か
な
家
庭
を
形
成
し
た

い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
三
大
生
活
目
標
を
市
民

の
一
人
一
人
が
、
主
体
的
に
受
け
と

め
、
都
極
的
に
実
践
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
マ
ン
、
不
リ
ズ
ム
他

し
、
遠
ざ
け
ら
れ
る
こ
の
目
標
こ
そ

明
日
へ
の
幸
'
伺
な
豊
か
な
生
活
に
つ

な
が
る
こ
と
は
開
通
い
あ
り
ま
せ
ん

「
先
ず
私
か
ら
」
「
わ
が
家
庭
か
ら

」
「
わ
が
地
域
、
隣
組
か
ら
」
と
い

う
指
標
の
も
と
に
実
行
し
、
市
民
の

大
き
な
運
動
と
し
て
展
開
し
た
い
も

の
で
す
。

百
五
十
七
万
円
な
ど
。

ζ

れ
ら
の
財
源
と
し
て
は
、
向
山

支
出
金
二
千
七
百
二
十
一
万
円
、
分

担
金
及
び
負
担
金
五
百
五
十
万
円
、

寄
付
金
百
十
七
万
円
、
諸
収
入
二
千

五
百
四
十
四
万
円
、
市
内
回
六
百
万
円

を
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

v水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

収
議
的
収
支
で
は
、
百
七
十
五
万

円
の
受
託
工
事
収
益
を
予
定
し
、
氏

周
と
し
て
配
水
管
の
移
設
工
事
、
路

町
の
復
旧
工
事
技
百
七
十
五
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
で
は
、
企
業
前
一
千

万
円
と
工
事
負
担
金
百
四
十
万
円
の

収
入
を
予
定
し
、
支
出
に
は
配
水
管

三
千
五
百

M
の
布
設
工
事
費

一
千
九

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

V
教
育
委
員
竹
出
欽
二
氏
の
辞
任
に
と

も
な
う
後
任
に
、寺
町
栄
二
氏
(
四
十

七
歳
、
大
丸
寺
町
)
を
、
ま
た
農
業
共

済
損
害
評
価
委
員
に
沢
川
哲
夫
氏
(

四
十
七
蔵
、隙
枕
)
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
が
あ
り
ま
し
た
o

v東
部
衛
生
処
盟
組
合
議
会
議
員
H
若

島
正
敬

V
市
議
会
公
害
対
策
特
別
委
員

委
員
長
H
若
向
正
倣
副
委
員
長
H

久
保
町
邦

一

委
員
日
南
保
金
作
、

大
島
信
夫
、
佐
伯
新
作
、
後
藤
広
作

吉
川
甚
服
、
本
凹
友
次
郎
、
烈
崎
直
作

ま民のめに ~ 7 月中 1 
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一;健
:康
;

一

学
校
へ
い
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
子
ど
も

さ
ん
の
あ
る
ご
家
庭
で
は
、
そ
ろ
そ

ろ
夏
休
み
の
プ
ラ
ン
を
お
立
て
に
な

っ
て
い
る
と
と
で
し
ょ
う
。
子
ど
も

た
ち
が
学
校
か
ら
持
ち
仰
る
お
知
ら

せ
と
よ
く
に
ら

み
あ
わ
せ
て
考

広

報

の

え
ま
し
ょ
う
C

4

.

こ
れ
か
ら
長

し

お

り

い
お
休
み
に
入

る
前
に
、
子
ど
も
た
ち
の
限
・鼻
・耳

や
歯
の
治
療
、
へ
ん
と
う
せ
ん
の
手

術
な
ど
は
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

せ
っ
か
く
の
休
み
に
病
院
通
い
は
か

わ
い
そ
う
だ
と
放
っ
て
遊
ば
せ
て
し

み
ん
な
で
叫
が
を
・
守
ろ
う

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ト

リ

退

治

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、

6
月

i
7月
上
旬
に
か
け
て
発
生
し
ま
す

が
、
み
ん
な
で
緑
を
守
る
た
め
、
家

庭
の
樹
木
や
街
路
樹
、
公
園
の
樹
木

に
注
意
し
、
被
害
を
受
け
て
い
た
ら

早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

八
防
除
の
方
法

V

樹
木
の
葉
が
く
も
の
巣
状
に
な
っ

て
い
た
り
、
食
い
荒
さ
れ
て
白
く
枯

れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
被
害
を
受

大
町
小
学
校
舎
内
に
開
設
さ
れ
、
市

一

内
小
中
学
校
の
こ
と
ば
の
不
自
由
な

一

児
童
、
生
徒
十
八
人
が
面
縫
指
導
を

一

受
け
て
い
ま
し
た
。

開
設
一
年
目
を
迎
え
、
回
復
し
た

一

九
人
の
卒
業
式
が

6
月
却
日
に
行
な
ら

わ
れ
ま
し
た
。
市
長
や
議
長
の
お
祝

一
明

い
の
言
葉
を
受
け
た
あ
と
、
卒
業
生

一
怖

が
詩
や
作
文
を
朗
読
し
た
り
、
童
謡
一
司

を
歌
う
な
ど
一
年
の
成
県
を
発
表
し
ぺ

ま
し
た
。

一

〈
写
真
は
卒
業
の
記
念
品
を
も
ら

う
児
童
)

こ
と
ば
を
贈
る
卒
業
式

九
人
が
す
っ
か
り
回
復

ま
っ
て
は
、
結
局
あ
と
で
親
も
子
も

泣
か
さ
れ
ま
す
。

夏
休
み
を
た
の
し
く
過
ご
す
た
め

に
は
、
ま
ず
、
か
ら
だ
を
丈
夫
に
し

て
健
康
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が

学
校
に
夏
休
み
の
あ
る
理
由
で
あ
り

ー
ら

・

目
的
で
も
あ
る
わ

¥

1匂
}

け
で
す
。

!
 

二
工
M

-ii-
つ
ゆ
が

〆

川

智

司

一''し

あ

け

た
ら

」町

長
雨
で
い
た
ん
だ

家
の
内
外
を
よ
く
点
検
し
、
そ
ろ
そ

ろ
近
す
く
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
ま

し
ょ
う
。
た
い
し
た
ζ

と
は
な
い
と

思
っ
て
い
た
倣
損
個
所
が
内
風
で
大

き
な
被
害
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

け
て
お
り
、
幼
虫
が
密
集
し
て
い
ま

ず
か
ら
切
り
取
っ
て
焼
き
捨
て
て
く

だ
さ
い
。
発
見
が
お
く
れ
、
幼
虫
が

大
き
く
な
っ
た
ら
低
毒
性
薬
剤
(
デ

プ
テ
レ
ッ
ク
ス
な
ど
)
を
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

薬
剤
は、

無
料
で
お
わ
け
し
て
い

ま
ず
か
ら
市
役
所
農
政
諜
へ
取
り
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

縄
文
式
土
器
の
発
掘
調
査
一

石
垣
の
大
坊
地
内
で
縄
文
式
土
器
一

石
器
類
の
発
掘
調
査
が

m
l
悶
日
の

一

一
一日
間
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
一

査
に
は
、
県
教
委
や
市
教
委
、
西
部
一

中
歴
史
ク
ラ
プ
部
員
ら
三
十
名
が
参
一

加
し
、
五
か
所
を
試
掘
し
た
結
果
、

土
器
の
破
片
、
石
き
り
、
矢
じ
り
な

一

ど
数
多
く
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
土
器
、
石
器
類
に
よ
っ
一

て
先
住
民
の
生
活
が
わ
か
る
も
の
と

一

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お、

本
格
一

的
調
査
を
行
な
う
た
め
、
現
在
国
ヘ
一

申

請

中

で

す

。

一

(
写
真
は
、
大
坊
地
内
の
発
掘
調
査
)
一

石
垣
、
大
坊
地
内
で

市
で
は
小
規
模
事
業

者
を
対
象
に
小
口
事
業

資
金
を
あ
っ
せ
ん
し
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
商

工
水
墜
謀
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

マ
貸
付
金
額
H
運
転
資

金
は
三
十
万
円
ま
で

設
備
資
金
は
五
十
万

円
ま
で

マ
償
還
期
間
H
運
転
資

金
は
一
年
以
内
、
設

備
資
金
は
二
年
以
内

マ
利
率
日
日
歩
二
銭
二

匝

l小口事業資金を

ご利用ください
成
人
を
記
念
し
て

立

山

登

山

こ
と
し
の
成
人
記
念
登
山
は
、

6

月
引
日

1
2日
の
二
日
間
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
二
十
名
の
成
人

者
た
ち
は
、
辺
日
朝
す
っ
か
り
晴
れ

た
雄
山
山
頂
に
畳
り
、
神
主
さ
ん
か

ら
お
は
ら
い
を
受
け
、
ひ
ら
け
ゆ
く

北
ア
ル
プ
ス
連
山
の
雄
大
な
景
色
に

感
嘆
し
な
が
ら
、
成
人
に
な
っ
た
責

任
と
自
覚
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
あ

い
ま
し
た
。
帰
り
は
、
雪
す
べ
り
を

楽
し
み
な
が
ら
地
獄
谷
を
経
て
下
山

し
ま
し
た
。

(
写
真
は
一
歩

一
歩
山
頂
め
ざ
し

て
登
る
成
人
者
た
ち
〉

V
借
地
権
者
か
ら

選
ば
れ
た
委
員

H

関
口
三
郎
(

上
村
木
)

V
ま
た
学
識
経
験
を
有
す
る
も
の
か
ら

市
長
が
選
任
す
る
委
員
H
魚
住
一
雄

(
諏
訪
町
)
長
谷
川
宗
雄
(
古
島
)

加

積

地

区

土
地

区

画

整

理

審

議

会

委

員

決

ま

る

加
積
地
区
土
地
区
画
柊
理
審
議
会

委
員
の
選
挙
は
、
6
月
行
日
で
し
た

が
、
宮
地
所
有
者
、
借
地
権
者
と
も

立
候
補
者
の
数
が
定
数
を
と
え
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
次
の
八
名
が
無
競

争
で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

V
宅
地
所
行
者
か
ら
選
ば
れ
た
蚕
員
H

東
城
義
一
(
上
村
木
)
宮
田
栄
次

郎
(
上
村
木
)
中
村
年
雄
(
上
村

木
)
本
山
忠
雄
(
上
村
木
)
宮
川

只
夫
(
上
村
木
)
松
山
栄
作
(
上

村
木
町
)
大
崎
利
吉
(
北
鬼
江
)

朝
野
消
防

団
長
辞
任
に

と
も
な
う
新
し
い
消
防
団
長
に
高
野

由
郎
氏
(
五
十
六
歳
、
中
央
通
り
二

丁
目
)
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

副
団
長
に
は
、
宮
崎
宗
四
郎
氏
(
荒

町
)
と
紙
尾
重
松
氏
(
村
木
)
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
長
に
高
野
氏

マ
信
用
保
証
料
H
日
歩
二
国
五
毛

-

マ
連
帯
保
証
人
二
名
必
要
で
す
。

一

な
お
、
乙
の
小
口
事
業
資
金
は
原

-

則
と
し
て
市
内
に
一
年
以
上
、
同
一

一

の
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
に
貸
し
付

一

け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ixr
r//北

米
地
域
を
視
察

‘
三
一
自
覚
Z
Eに

谷
口
逸
夫
さ
ん

総
理
府
が
行
な
う
海
外
派
遣
青
年

に
、
科
畠
谷
口
逸
夫
さ
ん
〈
二
十
二

歳
)
が
推
薦
さ
れ
、
二
か
月
間
に
わ

た
り
北
米
地
域
を
視
察
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

同
君
は
8
月
下
旬
、
航
浜
地
を
出

発
、
カ
ナ
ダ
を
重
点
に
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
・
産
業
、
文
伯
、
社
会
制
祉
、
国

土
建
設
、
青
少
年
活
動
の
実
地
視
察
、

青
年
と
の
交
微
な
ど
を
行
な
い
、
国

際
的
視
野
を
深
め
る
と
と
も
に
、
親

善
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま

す
。
(
写
真
は
谷
口
逸
夫
さ
ん
〉

若
い
あ
な
た
の

情
熱
と

正
義
感
を
治
安
の
た
め
に

宮
山
県
警
察
官
募
集

富
山
県
で
は
醤
察
官
を
弘
集
し
て

い
ま
す
。
警
察
官
は
若
い
あ
な
た
の

夢
を
希
望
を
満
た
し
て
く
れ
る
職
場

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
受
験
希
望

者
は
魚
津
欝
察
署
ま
た
は
派
出
所
、

駐
在
所
へ
願
書
を
7
月
初
日
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
採
用
予
定
人
員
H
七
十
五
名
(
大
学

卒
は
約
二
十
名
、
高
校
卒

・
学
歴
不

間
約
五
十
五
名
)

マ
年
齢
H

昭
和
刊
年
4
月
1
日
現
在
で

制
十
八
歳
以
上
二
十
八
歳
未
満

マ
試
験
日
H
第
一
次
が

8
月
2
日
〈
日
)

富
山
中
部
高
校

今
回
の
試
験
の
特
徴
は
、
ハ
ハ
凶
山
県

と
東
京
都
(
瞥
視
庁
)
と
の
共
同
試

験
で
、

第

一
志
望
、
第
二
芯
望
と
し

て
勤
務
県
を
選
ぶ
乙
と
が
で
き
ま

寸
J

(
魚
津
瞥
察
署
〉

N
H
K
放
送
受
信
料

免
除
基
準
変
わ
る

と
の
た
び

N
H
K
放
送
受
信
料
の

免
除
基
準
が

一
部
改
正
さ
れ
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
受
信
料
が
免
除
と
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
社
会
福
祉

事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
重
度
の
精
神
薄
弱
者
を
有
す
る
世

帯
で
、
そ
の
世
帯
に
属
す
る
す
べ
て

の
人
が
市
民
税
が
非
課
税
の
と
き
・
..
 

全
額
免
除

②

障
害
等
級
一
級
ま
た
は
二
級
に
該

当
す
る
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
で
、

住
民
基
本
台
阪
で
い
う
世
帯
主
の

人・
・・
半
額
免
除

①
戦
傷
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

特
別
項
症
か
ら
第
一
款
症
に
相
当
す

る
重
度
の
人
で
、
住
民
基
本
台
帳
で

い
う
世
帯
主
の
人
・
・
・半
額
免
除

身
体
障
害

者
の
海
浜
訓

練
が

7
月
お
日
(
日
)
市
内
三
ケ
か

に
え
浜
で
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
多
数

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

身
障
者
の
海
浜
訓
練

間
以
で
は

社
会
通
信

教
育
学
習
会
を
7
月
5
日
(
日
)
午

前
叩
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
市
民
会

館
で
行
な
い
ま
す
。
学
習
は
、
孔
版

H
講
師
は
三
井
進
氏
速
記
H
講
師

は
坂
口
久
作
氏
、
受
講
料
は
無
料
で

す。希
望
者
は
卸
記
用
具
、
中
食
を
お
持

ち
の
う
え
当
日
出
席
し
て
く
だ
さ

1
0
 

、b
v 社

会
通
信
教
育
学
習
会

八
日
曜
日
の
当
番
医
V

V
5
日
H
(昼
)
友
道
扇
谷
医
院

(

夜
)
角
川
町
熊
西
医
院

V
ロ
日
H

(
昼
〉
本
江
越
野
医
院

(夜
)
江
口
魚

津
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

V
凶
日
H

(
昼
)
緑
町
早
川
病
院
(
夜
)
北
鬼
江

福
間
病
院

V
お
日
H
(
昼
〉
下
村
木

河
内
病
院

(
夜
)
中
央
通
り
二
丁
目

桝
崎
医
院

住民る(!実態調査;:

-8月1日現在で -

市では、8月!日現在で住民の実

態調査を行ないます。乙れは住民基

本台帳法の定めると乙ろにより 、住

民の偏.枇と利便をはかるため、付:民

登録がj出正に行なわれることを目的

とする調べです。

制査の内容は、住所の登録、選挙

人名簿の登録の有無、国民健康保険

や国民年金加入の有無などです。

調査員がお伺いした際は、 みなさ

んのご協力をお願いしますo

年々交通事故がふえています。

万一の場合にそなえ、市民交通傷

害保険に家族ぐるみで加入しまし

ょう

掛け金は 1か月40円です。


